
「日本観光特産大賞」とは、一般社団法人日本観光文化
協会が毎年12月に、食と観光、地元グルメ、お土産品な
ど、その年話題になった観光特産品を表彰してゆく制度
です。観光特産品の知名度・ブランド力向上を目的とし
ており、毎年開催しております。

全国各地から、
「日本観光特産大賞　グランプリ」
「金賞　優秀賞」
「金賞　ニューウェーブ賞」
にふさわしい観光特産品を募集します。

この活動の目的は、日本各地で育成されている観光特
産品を再発見、再発掘し、一定の価値を付与することで、
知名度やブランド力向上に寄与し地域の活性化を後押
しするものです。
また、協会では表彰された観光特産品の時代背景や、
社会的な価値などを調査分析し、内外に発信をしてま
いります。

最終選考では8名の専門家が審査員となり、ノミネート
された特産品に1位から10位までランキングを付け、
ポイントによる加点方式で集計し
「観光特産大賞　グランプリ」
「金賞　優秀賞」
「金賞　ニューウェーブ賞」
を決定してゆきます。

日本観光特産大賞 
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全国観光特産士会

観光特産士

※裏面にも観光特産士の詳細が載っています

◆審査員（敬称略）：日野隆生（元東京富士大学教授）　舘和彦（愛知学泉大学教授）
笠谷圭児（経済産業省認可セールスレップ･販路コーディネータ協同組合副理事長）　
黒田幸代（マネジメントマーケティング・コーディネーター）　金廣利三（6次産業化プランナー）
村田豊（元北海道セールスレップ協同組合理事長）槙利絵子（観光特産士マイスター・観光コーディネーター）

最終選考された3商品については、
書籍「日本の観光特産」別冊版に掲載されます。

また、観光特産大賞の「グランプリ」「金賞」の各ロゴの
使用が認められ、商品パッケージ等に使用可能になり
ます。

日本観光特産の表彰については、以下の基準があり
ます。
この中のいずれか基準に達していることが必要です。

1.観光資源（5体系）を活用した地域の特産品、特産物
　であること。
2.特徴的、差別化された「コトづくり」及び、「場おこし」
　の活動を行っていること。

ノミネート募集開始：8月初旬
ノミネート応募期限：11 月初旬
11 月：「観光特産大賞」決定
12 月初旬：プレスリリース

大会発表までのスケジュール

※注　当協会において「観光特産」とは、「観光資源と地域特産の
　　　融合によって生み出された商品及びサービス」のことで、
　　　「観光特産＝観光資源×地域特産」という公式で定義して
　　　います。

※協会資格保有者であればどなたでもノミネート可能です。

観光特産士／観光プランナー／観光士／観光コーディネーター／商品プランナー／
商品開発士／商品開発コーディネーター／セールスレップ／営業士／プロモーション
プランナー／プロモーションプロデューサー／プロモーションコーディネーター他


